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ノートルダム清心女子大学 情報デザイン学科 

「企業連携型課題解決学習（PBL）」への参加のお知らせ 

 

当社は、社会貢献活動の一環として、ノートルダム清心女子大学 情報デザイン学部 情報デザイン学

科（岡山市北区）が２０２６年度より新たに開始する、「企業連携型課題解決学習（PBL：Problem Based 

Learning）」に参加することとなりましたので、その概要についてお知らせいたします。 

当社の PBL への参加は今回が初めてとなります。この学習を通じて、学生のキャリア形成の一助とな

ること、また当社の事業内容や経営理念に触れ、将来の選択肢の一つとなることを期待しております。当

社にとりましても学生の新鮮な視点から、今後の企業価値向上に繋がる発見を得られる貴重な場になる

よう取り組んでまいります。 

                      記 

１．PBL の目的 

学習を通じて、学生たちが現実の課題に対する理解を深め、情報技術を社会課題の解決に活かす人 

材の育成を目指します。また、企業にとっては学生たちの新鮮な視点や意見から、今後の課題解決の参考

となるような新たな発見や気づきを得る機会を得ることを目的とします。 

 

２．概要 

 ノートルダム清心女子大学ホームページ：https://www.ndsu.ac.jp/ 

以 上 

 

授 業 名 PBL（Problem Based Learning） 

対  象 ノートルダム清心女子大学情報デザイン学部情報デザイン学科３年生 

実施期間 ２０２６年度前期（２０２６年４月９日開始、全１５回（うち３回参加）） 

課題領域 顧客拡大、店舗等のスマート化、情報セキュリティ、社会課題など 

内  容 

＜授業の流れ＞ 

１．連携企業（岡山県内の６社）から課題の提示を受け、学生が課題の背景と現状を 

理解する 

２．グループごとに調査・分析を行い、解決手法を検討する 

３．中間発表（６月４日予定）にて、企業担当者との意識合わせを行う 

４．最終発表会（７月３０日予定）にて、学生がプレゼンテーションを実施し、提案 

内容を発表する 

 

＜当社の講義内容＞ 

POSデータ分析を行い、店舗における現状の課題を把握し、売上向上のために必要な

取り組みを考える。 

https://www.ndsu.ac.jp/

